








はじめに 

産褥期とくに出産後1ヵ月以内に精神障害が発現しやすいことは,古くから知られている。

その発現頻度についての諸外国の報告によると,1000 回分出産につき入院頻度として 1.4

回,1.5 回,1.9 回,3.3 回,6.8回などの数字があげられている。また精神病院入院女子患者

のうち,産褥期に発症したものは 2.7～3.4%を占め,他の時期の入院率の約 5 倍も高率であ

るといわれている。またわが国の大学病院精神科外来初診患者のうち,産褥期に症状が発現

した頻度は 1.8～3.2%という値が報告されており，いずれも他の時期に比べると高頻度で

ある。一方妊娠時には一般に精神障害の発症や病勢増悪は少ないとされ,われわれの調査に

よっても出生後の発病率に比べると数分の一以下の頻度であった。 

近年精神科薬物療法の進歩を背景として,精神障害者の社会復帰のための治療活動が活発

となり,それに伴なって結婚と妊娠の機会が増大している。しかし精神障害の既往のある患

者の出産は,再発の危険性が高く,患者の結婚生活を脅かすものであり,出産後精神障害発

現のメカニズムの解明・治療・予防は精神科医療の中で重要な問題と考えられる。 

これらの事実は精神障害既往のある女性の妊娠はもとより,妊婦健診における精神面の検

討の必要性を示している。またこの面の研究は近年問題となることの多い乳児の他殺や心

中のごとき不幸な例を予防するためにも重要である。そこでまず本年度は,女子精神障害者

の妊娠,出産期における増悪・再発の状況について追跡調査を行ったのでその成績を報告す

る。 


